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NEWS LETTER 
2020-21 年度 第 3号 

ご挨拶 

2020-21年度 地区国際奉仕委員会  
副委員長 宮﨑 正人

平素は地区国際奉仕委員会の活動にご理解を賜り、誠にありがとうご

ざいます。

新年を迎え、本格的な寒さとなってまいりましたが、いかがお過ごしでしょ

うか コロナ ウィルス感染症第３波の渦中、クラブ運営でのご苦労を察し

お見舞い申し上げます。

また、昨年１０月に開催致しましたクラブ国際奉仕委員長会議では、

6 クラブの国際奉仕委員長より奉仕活動の貴重な経験談をご発表頂け

ました事、心より御礼申し上げます。

御出席頂いた皆様は、どの様な感想をお持ちでしょうか 

機会が有れば、是非ともご意見等お聞かせ頂ければと思います。

さて、２６６０地区国際奉仕委員会より第３号 NEWS LETTER

発刊をご案内いたします。

今回は、『子供たちの命を救う』を旗印に国際奉仕活動を長年継続さ

れて来られた、吹田ロータリークラブ様を訪問させて頂きました。

世界的なコロナ感染症の流行による『人・物の国際交流』が難しい中

での２０２０-２０２１年度地区補助金申請からプロジェクト実施まで

のお話等を樋口明彦国際奉仕委員長より『コロナ禍での奉仕活動』に

ついてお聞きしましたので 皆様にご紹介いたします。

各クラブでのご参考となれば幸いです。

財団補助金管理セミナー 

ご案内 

地区ロータリー財団 

補助金管理セミナーが開催されます。

２０２１年１月３０日（土） 

１４：００～１７：００ 

オンライン（ZOOM）開催 

その他詳細は 

ロータリー財団委員会より 

各クラブへお送りしました 

ご案内をご確認ください。 
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〔2020-2021年度 事業紹介〕 
実 施 国  実施地域 カンボジア王国 ウドン県 小児医療センター 
事業名称 『カンボジアの子供の白血病治療実現に向けて一歩 

前進するプロジェクト』 
活動内容 白血病治療に必要な医療器具・備品を寄贈する。 

顕微鏡 血液保存用保冷庫 輸血用保温機 
その他付属品の寄贈 

事業予算 \1,536,830 （クラブ拠出金 \768,415） 
補 助 金  地区補助金人道的国際奉仕活動
実施期間 2020 年 9月 1日~2021年 3 月 1日 

2018-2019 年 GG補助金プロジェクトドクターカー寄贈 

【2020-2021年度国際奉仕事業…子供たちの命を救う活動】 
『カンボジアの子供の白血病治療実現に向けて一歩前進するプロジェクト』

〔活動目的〕 国際医療 NGO ジャパンハート（実施国協力団体）では、小児がんを含め様々な疾患を治療する『こ
ども病院』を増設し、医療にアクセスできなかった子供達へ無償で診断・治療を行っていますが、同院では専門医はいても
医療設備が十分でないことで、現在は白血病（小児がん）の治療ができない状況から、将来に向け白血病の治療を可
能にし、より多くの小児がん患者の『命を
救う』ことを目的としました。

その第一段階として、必須となる『病理検
査を行うための顕微鏡』と『輸血を保存
するための冷蔵庫』『子供の体温に近い
点滴を行うための加湿器』の寄贈に加え
て、新型コロナ ウィルス（COVID-19）
感染予防にも使用できる『サージカルマ
スク』『医療用ガウン』『医療用手袋』等
を寄贈することを目的としました。 

国際奉仕委員会 樋口 明彦 委員長 

吹田ロータリークラブ 
＜例会場＞ 
吹田市広芝町１０-３ サニーストンホテル 
TEL 06-6388-0266 
ビジターフィー 3,000 円 

（最終週は軽食 1,500円） 
＜例会日時＞ 
毎週 木曜日 12:30~13:30 
会員数 57 名 
（2020年 12月 1日現在） 

2017-2018 年 ミャンマー・シャン州 ドプラ胎児診断装置の寄贈 
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〔コロナ禍での活動内容〕
本来は吹田ロータリー会員の現地訪問により現地医療スタッ

フとの交流を行い相互理解と事業内容の確認をする計画でし
たが、コロナ感染症の拡大に伴い訪問は不可能なため、リモー
ト（インターネット）での協議をしました。 
また、コロナ禍でもあることから、本年度に限りサージカルマス

ク・医療用ガウン・医療用手袋等を寄贈品目に追加しました。
寄贈式についても同様に、会員の現地訪問は困難なため、11
月 26 日のクラブ例会『卓話時間』を利用しての実施でした
が、国際医療 NGO ジャパンハート 吉岡 最高顧問にご出席
頂き、無事終えることができました。 

〔吹田ロータリークラブ国際奉仕の歩み〕
吹田ＲＣは 2000年までは独自の世界社会奉仕事業

(WCS）は行わずに国際ロータリー第 2660 地区のWCS事業に
参加していましたが、独自の事業をと言う機運が高まり、前年に事前
調査を行い、2000 年以降の継続した国際奉仕活動を以下の様に
実施しました。 

2000 年 2005 年    ミャンマー     100 ヶ所の小学校に井戸を寄贈 
2005 年 2008 年    ミャンマー     45 ヶ所（村や小学校)井戸を寄贈 
2009 年 2010 年    ミャンマー     パテインの学校へ機械式の深井戸 2基寄贈 
2011 年 2013 年    ラオス       現地の小学校を訪問しサッカーボールなどを寄贈 
2013 年 2014 年    ミャンマー     集会場とトイレを設置 
2014 年 2015 年    ミャンマー     40 個のトイレと 200 メートルの深井戸を寄贈 
2015 年 2016 年    ミャンマー     水と衛生改善 PJ 
2016 年 2017 年    フィリッピン    Ｅハブ教育に依るインターネットと図書館の建設 
2017 年 2018 年    ミャンマー     ドプラ胎児診断装置の寄贈（シャン州） 
2018 年 2019 年    ミャンマー     グローバル補助金を利用したドクターカープロジェクト 
2019 年 2020 年    カンボジア    ウドン県への小児医療センターに小児用ベッドの寄贈 

NGO ジャパンハート 最高顧問  吉岡 秀人に 
ご出席いただいた「寄贈品 贈呈式」の様子 

     2000-2008年 井戸プロジェクト 
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◆◆◆◆◆ ロータリー国際奉仕 豆知識 ◆◆◆◆◆ 
日本のロータリーは地区編成を繰り返し、2002 年に 34 地区に再編成されました。2020 年現在、日本のロータリーは
3 ゾーン、34 地区で構成されています。 また、世界中でゾーンは 34ゾーンあり、
＜第 1ゾーン＞
セクション A:  日本(北方):  2500, 2510, 2520, 2530, 2540, 2550, 2560, 2800, 2830  
セクション B:  バングラデシュ、インドネシア、パキスタン:  3271, 3272, 3281, 3282, 3410, 3420 (地区) 
＜第 2ゾーン＞
日本(中央)、グアム、ミクロネシア、北マリアナ諸島、パラオ: 
2570, 2580, 2590, 2600, 2610, 2620, 2750, 2760, 2770, 2780, 2790, 2820, 2840 (地区) 
＜第 3ゾーン＞
日本(南方):  2630, 2640, 2650, 2660, 2670, 2680, 2690, 2700, 2710, 2720, 2730, 2740(地区) 

＜第 34ゾーン＞ となっております。

＜ 発 刊 ＞ 
2020-21 年度  
RID2660 地区国際奉仕委員会 

委員長     木下 基司    （吹田西） 
副委員長   宮﨑 正人    （高槻東） 
副委員長   北井 雄大    （大阪平野） 
委員      津田 和義    （大阪北梅田） 
委員      徳上 洋之    （大阪リバーサイド） 
委員      國司 真相    （池田くれは） 
委員      加藤 正雄    （大阪大淀） 
委員      豊田 勝      （大阪西南） 
委員      津村 昌明    （茨木西） 
委員      西本 恵美子  （高槻） 
委員      中根 三恵子  （大阪ユニバーサルシティ）
■ 委員会 毎月第１木曜日(原則) ガバナー事務所にて開催 ■

NEWS LETTER に関する お問い合わせ 国際ロータリー第 2660 地区 ガバナー事務所
〒541-0052 大阪市中央区安土町 1-5-11 トヤマビル東館６F 
TEL 06-6264-2660 
Ｅ-mail  kamo@ri2660.gr.jp 
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